
 - 1 - 

【生徒会スローガン】Well-Being ～集結・団結・清潔 共に創ろう学校を～  

  

 まずは今年度の生徒会活動について振り返ります。 

 ４月７日、始業式の日の放課後、校長室において、

校長と生徒会役員の協議が行われました。まず私から

今年度の学校経営方針について、生徒に関連する内容

を抜粋して説明しました。その中で教職員スローガン

「Well-Being」を生徒会スローガンにも取り入れてほ

しいと提案しました。その他、生徒指導の内容や「い

じめ防止」の取組について説明しました。 

 生徒会役員からは、令和４年度の課題や令和５年度に取り組みたい行事、委員会活動

などについての要望等を聞き、首里中学校の生徒と教職員が一丸となって「魅力ある学

校」づくりに努めていくことを確認しました。 

 このようにして「Well-Being」を生徒会と教職員の共通スローガンに掲げ令和５年度

が始まりました。 

 

 ６月の生徒総会で、スローガンについて生徒会長より以下のような提案がありました。 

『ウェル-ビーイングとは、生徒の皆さんのつながりが良い状態、すなわち良い集結と考

え「ウェルビーイングな首里中学校」を目指すために４月にアンケートを実施したとこ

ろ、「信頼関係」や「清潔感ある学校」に課題があることがわかりました。信頼関係と

は「団結」を指しており、より良い集団になるよう日頃から互いを認め合い、助け合う

ことでみんなとのコミュニケーションを図り、居心地の良い学級、学年、学校を目指す

ことで信頼関係を築くことができます。また「清潔」については、みんなが協力して日

々の清掃や学校の美化に努めることで、安心・安全

な環境づくりにつながります。以上より、首里中生

徒会は「集結・団結・清潔」を意識することで、共

に、「ウェルビーイングな首里中学校」を創りたい

と考えます」』という内容でした。 

 素晴らしい提案です。全校生徒を対象にしたアン

ケートで首里中学校の課題を明確にし、今年度のス

ローガンを決める、これが生徒が主体的に活動する

「自治活動」のスタートだと実感しました。 

 

 この後、各専門委員長から令和５年度の活動計画や予算の提案があり、会員からの質

疑や意見等を受けながらスムーズに承認されました。その背景には、中央委員が中心と

なり意見を集約した学級会がありました。総会において１年生から３年生までの異年齢

集団で協議が行われ、今年度の生徒会活動がスタートできることは、首里中学校にとっ

て大きな意義が有り、会員一人一人にとっても素晴らしい経験になったと思います。 

 

 夏休み期間中には、「生徒会リーダー研修会」が行われ、各学級のリーダーも含め約

100 名が参加しました。年度当初アンケートの「信頼関係」という課題から、研修１で

は「レクレーション」、研修２では「ワンランクアップの挨拶」、そして研修３では「い

じめ防止」についての講話を聞き、それを受け、研修４では協議を行いました。異年齢
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での協議でしたが、先輩達がリードする中で後輩達も積極的に意見を交流させ、全体会

でも素晴らしい発表が展開されました。 

  

 12 月 19 日、年度当初アンケートの「清潔感ある学校」という課題から、全校生徒で

「煤払い」を行い、日頃の清掃時間では行き届かない場所まできれいにすることができ

しました。その後、76 期生徒会長の公約でもある全校生徒参加型の「レク大会」が行わ

れました。「ミスターK からのラストミッション」というタイトルで、生徒会長の開会

宣言ではじまりました。各学級から選抜された生徒が体育館玄関から一斉に入って来ま

した。生徒会役員を中心としたメンバーで一生懸命考えたクイズを、みんなで協力して

考える姿や正解に飛び跳ねる様子は見ている側も心が和みました。また各教室の様子で

すが、黒板でみんなをリードする生徒、級友と一緒に問題に取り組んでいる生徒、一人で解い

ている生徒、そして視聴だけの生徒もいました。でも、みんなが、お互いの立場を理解し、尊重

し合えたことも「団結・集結」と言えるのではないでしょうか。 

 

 

 12 月 25 日には、生徒会役員引継ぎ式・任命式が行われ、首里中学校のために一年間

頑張ってくれた第 76 期役員から第 77 期役員へバトンが引き継がれました。 

 第 77 期生徒会役員のみなさん、先輩たちを超えるチーム

ワークと生徒会長公約の実現で、「学校が楽しい」と思える首

里中生 100％を目指してください。ここまで第 76 期の取組の

成果を紹介してきましたが、首里中学校に課題がないという

訳ではありません。「より良い人間関係」「身だしなみ」「タブレ

ットの活用」等、課題に対しては、生徒側の意見だけでなく、

先生方の考えや社会常識など、客観的な視点で物事をみる

力も求められます。第 77 期のみなさんならできます。頑張っ

てください。 

  

 結びに、令和６年は辰年。首里中生ひとりひとりが持てる力を十分に発揮し、龍（辰）

が水や雲、翼を得るように飛躍することを祈念します。 


